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株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し上げ
ます。
平素は格別のご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、当社の第12期上半期（平成15年4月1日から平成15年9
月30日まで）が終了いたしましたので、ここに営業の概況を
ご報告申し上げます。
当上半期におけるわが国経済は、輸出や設備投資の持ち直
しに加え、企業業績の改善や株価上昇等により、緩やかな景
気回復局面を迎えました。
当業界におきましては、前期に引き続いてＩＴ関連や自動
車関連産業等からの高水準の受注が続いております。
このような状況下で当社は、電動ハイブリッド射出成形機
を中心に国内外で積極的に販売活動を展開するとともに、徹
底したコストダウンに取り組みました結果、前年同期に比べ
大幅な増収増益を達成することができました。その主な要因
としましては、前期の海外における携帯電話生産の活況や中
国への進出による設備投資が引き続き堅調に推移し、加えて
国内のカメラ付携帯電話の顕著な増加によるレンズ、メモリ
ー、LED等周辺のＩＴ関連需要が喚起され、さらに堅調な展
開の続く自動車業界への販売にも注力することによる射出成
形機の売上増加と、液晶の検査装置、製造装置用の精密ステ
ージの販売が伸長したこと等によるものであります。売上高、
経常利益及び中間純利益は次のとおりであります。
売　上　高 40億39百万円（前期比 38.2％増）
経常利益 2億 4百万円（前期比178.4％増）
中間純利益 2億 9百万円（前期比212.3％増）
今後の見通しにつきましては、景気は回復基調にあるもの
の、円高の加速もあって当面は予断を許さない状況が続くも
のと思われます。
当社は、生産効率の一層の向上を図るべく、加賀本社第一
工場の増設工事に着工しました。来年2月の竣工（完成）を
予定しております。新規の機械設備の導
入による約30％の生産能力増強と内製化
比率アップ等による約2.5％の原価低減を
見込み、一段の収益力強化に寄与できる
ものと考えております。
株主の皆様におかれましては、何卒ご
理解を賜りました上、一層のご支援のほ
どお願い申し上げます。

平成15年12月

株主のみなさまへ

笊

代表取締役社長 藤川　操



中間貸借対照表

資 産 の 部

流 動 資 産

現金及び預金

受 取 手 形

売 掛 金

たな卸資産

子会社短期貸付金

そ の 他

貸倒引当金

固 定 資 産

有形固定資産

建 　 物

構 築 物

機 械 装 置

土 地

そ の 他

無形固定資産

投 資　等

投資有価証券

破産債権等

そ の 他

貸倒引当金

6,860

4,615

766

473

1,945

1,238

67

137

△ 14

2,245

2,073

786

9

119

1,123

35

3

168

2

1

166

△ 1

5,028

3,994

1,915

716

530

576

130

5

120

1,033

220

610

32

40

130

1,831

1,576

1

255

（209）

△ 0

負 債 の 部

流 動 負 債

支 払 手 形

買 掛 金

短期借入金

一年以内返済予定の
長期借入金

未 払 金

未払法人税等

そ の 他

固 定 負 債

社 債

長期借入金

退職給付引当金

役員退職慰労引当金

そ の 他

資 本 の 部

資　本　金

資本剰余金

利益剰余金

（うち中間純利益）

その他有価証券評価差額金

（平成15年9月30日現在）

（単位：百万円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

合　　　計 6,860 合　　　計 6,860

笆



科　　　　目 金　　　　額

（ 経 常 損 益 の 部 ）

営 業 損 益 の 部

営 業 収 益

売 上 高

営 業 費 用

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 損 益 の 部

営 業 外 収 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

（特 別 損 益 の 部）

特 別 利 益

特 別 損 失

税引前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

中 間 純 利 益

前 期 繰 越 利 益

中 間 未 処 分 利 益

3,116

698

4,039

3,815

223

31

51

204

21

11

214

4

209

39

249

（単位：百万円）

中間損益計算書

（平成15年4月01日から
平成15年9月30日まで）

笳



中間連結貸借対照表

笘

資 産 の 部

流 動 資 産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

たな卸資産

そ の 他

貸倒引当金

固 定 資 産

有形固定資産

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土 地

そ の 他

無形固定資産

投 資　等

投資有価証券

破産債権等

そ の 他

貸倒引当金

6,811

4,625

812

2,417

1,274

135

△ 14

2,186

2,119

796

162

1,123

37

3

64

3

1

60

△ 1

5,031

3,997

2,634

530

576

125

6

123

1,033

220

610

32

40

130

1,780

1,576

1

210

△ 0

△ 6

負 債 の 部

流 動 負 債

支払手形及び買掛金

短期借入金

一年以内返済予定の
長期借入金

未 払 金

未払法人税

そ の 他

固 定 負 債

社 債

長期借入金

退職給付引当金

役員退職慰労引当金

そ の 他

資 本 の 部

資　本　金

資本剰余金

利益剰余金

その他有価証券評価差額金

為替換算調整勘定

（平成15年9月30日現在）

（単位：百万円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

合　　　計 6,811 合　　　計 6,811



中間連結損益計算書

笙

科　　　　目 金　　　　額

（ 経 常 損 益 の 部 ）

営 業 損 益 の 部

営 業 収 益

売 上 高

営 業 費 用

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 損 益 の 部

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

（特 別 損 益 の 部）

特 別 利 益

特 別 損 失

税金等調整前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

中 間 純 利 益

3,127

728

4,071

3,856

215

38

51

201

21

11

211

6

205

（単位：百万円）

（平成15年4月01日から
平成15年9月30日まで）

科　　　目 金　額

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の中間期末残高

121

△ 44

△ 39

△ 4

33

779

812

平成15年4月 1日から（平成15年9月30日まで）
中間連結キャッシュ・フロー計算書



（平成15年9月30日現在）

代表取締役会長

代表取締役社長

取 締 役 副 社 長

専 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

関 　 陽 一
藤 川 　 操
小 川 恒 一
藤 倉 進 司
伊 藤 義 則
井 上 幸 彦
宮 地 嘉 寿 夫
廣 崎 厚 生
丸 田 善 崇

商　　　号 株式会社ソディックプラステック

設　　　立 平成4年7月29日

資　本　金 15億7,622万円

主な事業内容 射出成形機及びその他周辺機器の開発・製造・販売

従 業 員 数 137名（出向者を含んでおります）

株式の状況 ①会社が発行する株式の総数 55,088株

②発行済株式総数 13,778株

③株主総数 01,322名

事　業　所

（平成15年9月30日現在）

横浜市港北区新横浜2―7―20 NKY新横浜ビル6階
石 川 県 加 賀 市 宮 町 カ 1 ― 1

横 浜 本 社
加 賀 本 社
営 業 所

〒222―0033
〒922―0595 
仙台、 大宮、 横浜、 松本、 名古屋、 大阪、 北陸

会社の概要

重要な後発事象

取締役及び監査役

笞

当社は、平成15年10月28日開催の取締役会決議に基づき、平成

15年11月14日を払込期日とする公募増資を行いました。この結果、

平成15年11月15日付で、発行済株式の総数は16,278株、資本金は

2,165,845,000円、資本準備金は590,825,000円となっております。

その概要は次のとおりであります。

①発行新株式数 普通株式 2,500株

②発行価格 １株につき 498,200円

③発行価額 １株につき 471,700円

④払込金額の総額 1,179,250,000円

⑤資本組入額 589,625,000円

⑥配当起算日 平成15年10月1日

⑦資金の使途 600百万円を加賀本社内の工場設備資金に、

残額を長期借入金の返済にそれぞれ充当す

る予定であります。



決 算 期 日

基 準 日

定 時 株 主 総 会

公 告 掲 載 新 聞

名 義 書 換 代 理 人

名義書換事務取扱所

同 取 次 所

毎年3月31日

毎年3月31日

その他必要ある場合は、予め公告する

一定の日

毎年6月

日本経済新聞

当社は決算公告に代えて、貸借対照表な
らびに損益計算書を当社のホームページ
《http://www.plustech.co.jp/kessan/index.html》
に掲載致しております。

東京都千代田区丸の内一丁目4番3号

郵便番号100-0005

UFJ信託銀行株式会社

東京都江東区東砂七丁目10番11号

郵便番号137-8081

UFJ信託銀行株式会社証券代行部

電話　東京（03）5683-5111（代）

UFJ信託銀行株式会社　全国各支店

株主メモ

横浜市港北区新横浜二丁目7番地20
郵便番号 222-0033
蕁（045）478-1880（代表）
http://www.plustech.co.jp

株式の事務手続き（届出住所・印鑑・姓名等の変更届、配当金
振込指定書、名義書換請求書等）書類のご請求につきましては、
上記名義書換代理人にてお電話ならびにインターネットにより24
時間受け付けておりますので、ご利用ください。
0120-24-4479（本店証券代行部）
0120-68-4479（大阪支店証券代行部）

（通話料無料）

http://www.ufjtrustbank.co.jp/
なお、株券保管振替制度をご利用の株主様は、お取引口座のあ

る証券会社にご照会ください。

｝

［ ］


